









































































































































































































































うに思われている］状況ではそうなのでしょう。私はつい数年前まで、長野県にある信州大学に勤めて ま た。一〇年ほどそこで教えていて、国立大学な ですが、信州大学 図書館蔵書は充実しているとは言い難 ものでした。日本
36
文学科の場合ですが、学生たちは各自のテーマで調べはじめる学部の三年、四年の時期になると、自身の調査のために国会図書館にでかけます。朝からバスに乗って東京に行って、国会図書館で本を読んで、その日のうちに帰ってくるわけです。私は今、教えている東京の学生たちに、よくこの話をします。目 前に図書館があって、そこにいけば当り前のように読めることがどれだけ…ことあるごとにこのことを、大学だから今年来た学生な かに教えるときに、よく言うんですね。目の前に資料の充実した図書館があって そこで読んでいて資料を扱っていて、そういう研究が当たり前だと思っているかもしれないけ ども それは当たり前でも何でもない。そして本が十分 ある場所がスタンダードではないし、あるいはすぐれているとさえ言えないのかもしれない。十分に本が揃っていないからこそ、それぞれの本の重要性や希少性がよくみえるよう なるものです。そして本を所
蔵する、購入するということにどのような力が働いて
いるかも意識するようになります。本 手に入らない場所にいると、そのこと自体の理由や意味を考えるようになる。読者と本とのあ だに 隔たりに敏感 と言えばよ でしょうか。　
今日はおもにこの本と読者の「あいだ」の問題を軸に話を進めていきたいと思います。それは本が読者に届くそのプ
ロセスを考えてみる、という先ほど述べた話とつながっています。こう 研究はかならずしもオーソドックスではいです。たとえばですね、皆さ も映画の研究とか 小説の研究とかをイメージするときにですね、映画の研究 なんだろうってイメージす と、当然映画の作品の研究、映画の内容が うであって、 監督はこうでっていうそういう研究を頭で想像してしまいますよね。映画の研究をしようって言って、その映画がどん ふう 配給される とか、あるいはその映画をどの会社がどんなふ 買うかとか
、それがどんなふうに全国的に流通して行くかとか、そういう









本で読めますから。日本の書物を海外で読むことは、たとえ海外で最大の日本語図 館を擁するアメリカ あ ても、とても不自由で制約が多いのは言うまでもありません。しかしだからこそ 場の歴史 らは、この不自由さや制約がはっきりとみえてくるし、考えることもできるわけ す。　
海外の日本語図書館の歴史を追っていくと、そういう制約がいろ ろとみえてきます。私の場合 北米での調査がお
もですが、特に戦前から戦後にかけて 各地の日本語図書館の成立、その成長からは教えられることが多いです。今現在はすぐれた日本語図書館のスタッフも数多いですが、それでも限 れ 人と予算 作られる小規模の図書館では、本の選び方によってそれぞれに特徴が生まれるし 場合に っては偏りも生まれる。そして うい 場 日本につ て学ぶ、考えるとなると 日 についての基礎的な情報や土台その のが影響を受けることになります。ですから
海外の日
本の図書館は、読書環境がどんなふうにできあがってくるのか、ど いう制約のもとにあるのか、と ことを考えていく場合に、非常に面白いケース・スタディ くれるわけなんですね。　
こういうふうに、書物と読者 間に、制約も含めて何があって、どうかわってきたか、を考えていきたいわけです。






















































ことにふれたいと思います。私は前から行きたかったのが明治大学の米沢嘉博記念図書館、漫画 図書館です。図書館のスタッフで親しい人も関わっていたこと あって、図書館の視察をかねて細かく見させていただきました。ではなぜ私がこの漫画図書館に関心をもっていたかと言いますと、やはり先ほどから話をしている、その本が読める、読め いという読書環境の問題に大きく くるからなんで ね。漫画を保存、提供している公共の図書館はごく限られています。昔読んだ漫画が読みたくて 手に入らな わけで 。　
いくつかの漫画の専門図書館は現在でもあ
ります。京都精華大学や、明治大学もそうですが、ごくわずかです。つま






















































管理が日本ではなされていない点を指摘しています。そこ は 澁澤龍彦 フランスのパ
リ国立図書館の地獄棚につい










































































































































































































































す。だからもちろん本をも らした というふうにみられるか れません。　
ただ、本を書き残した人は研究しやすいし、よく知られているのですが、本を運んだ人はなかなか知られないんです。
たとえば角田柳作はドナルド・キーンの先生にあたりますし、日本研究の学者や政治家を育てた人、日本の本をもたらしたり、本を読めるような環境をつくったりし 人です。ですがあまり知られることはない。けれども、日本の本を読める環境を作り上げていくことの難しさ、重要さを念頭におくと、角田柳作という人物の意味や評価もはっきりしてきます。ま 、彼は単に本をもたらしただけ なくて、日本語図書館の図書の目録ですよね、それをアメリカでどのように作っていくのかを含め 、読者と本 を結びつける仕組み、土台を作っていくこ になり す。　
角田はまた、こういう人と本の〈あいだ〉にいたからこそもち得
見識があったのだとも思います。書き残したもの














ふうに売られ、届けられていた がみえ くる。明治期の話な ですが。教科書にしてもそうです。　
ご存じの方も多いかもしれませんが、近代 日本の出版制度 できあがってくるなかで、教科書 生産、販売は大き
































































































































































べる際には、それ そ国立公文書館に朝からこもっ 調べ り 防衛省の図書室に出向 てたり 所在の分 らない文書を様々な箇所から取り出しては見て、探していった。わざわざ足を運 、そこで手探りのようにあちらこちと調べる。それが今はもう自分の国からデジタルで見ら る、素晴ら いじゃないかという話をするわけです。私がそのときに思ったわけです。それが素晴らしいと思えるのは、今ま 足を使っ
たとえば防衛省の史料室だとか、図書
館だとか、そういうところで一所懸命不自由な想いで探 いたからこそ、なの だ ら の人にはそ デジタル版の史料の重要さや意味、正確さといったものが体感でき で　
でも、もしも最初からデジタルで三、〇〇〇万枚もの文書をいきなり提示されたら、多くの初学者はどうしていいか








て受け入れられるか、一般に普及していくか、 いうことは単純に同じではないのです。これは本についてもやはり同じです。これだけデジタル・ライブラリーが整備されてきて、大規模に ってき もいて、多 の人がどこでも本が読める。けれどそ が実際にはあまり利用されていな ったりもします。単純にデジタル化して、公開 ていくことの量的な拡大が、そのまま読書の拡大につながるわけではないと思います。　
今日は、遠くの読書を知る、というお話をしてきました。遠くの読書を知ることで、今の読書と何がどうかわったか
を考える、評価するということです。そしてその場合 、本と読者 の〈あいだ〉を考えてみよう、そ そ がどうかわったかを調べて、評価してみよう。それが 今の情報を判断する きの鍵になる、判断する力の土台 なる 私考えています。　
今現在の読書を考えようとすると、たとえばはやりの
読書形態、ツイッターやＳＮＳとからめて読書を研究しようと














を利用したこれだけしっかりした研究があるんだ、そしてこう う成果につながるから大事なんだ、と うことを伝えていく必要がありますよね。そうし いと、先ほど 例で言えば、せっかく貴重な文献を受け入れても、なんでこんなものを受け入れる だ、何の価値があるんだという学内からの不満が出て ることにもなるでしょう。大学図書館でさえそうした現状なので、公共図書館 はさらに難しい状況も出て ようかと思います。　
私なら、たとえば明治大学の事例であれば、こうした風俗系の雑誌や発禁文献をもとにして、何人かの先生を集めて












アメリカで教育を受けてきた と私は、インフォメーション・シェアリングっていう考え方を叩きこまれて て。ライブラリーにはインフォメーション・シェアリングの専門職 ある。で、明治大
学の新しいコレクションの話なんか







も、人物にしても、いろ ろな制約を与える うときに、制約を自覚する いうところまでは日本の司書はよくしいると思うんですね、経験か 。自分たちがコレクショ を作ることによって、またはこ 本を読 な い いうこと
53
読書の歴史から学ぶ・教える
によって起こしてしまう制約に対して自覚的であればあるほど、その力に恐れをなして、それを利用者のほうに返してしまう。結局、利用者の側が要求しているものを私たちは提供しているだけで、コレクションを、実際、知の世界の中から、おっしゃられたような発禁本が取り除かれたり、漫画が取り除かれたりする形で、それが責任 に返す形であろうが、責任を果すのが司書であって。結局は司書というか図書館の中でですね 決められ いくプロセスの中で切り取られたものでしかないわけですよね、コレクションって。そういう中で制約にたいする影響力をもって自覚すれば自覚するほど そこから逃避 たく る私たちを、どういうふうにモラルも含めて再構築したらいいのかなっていうことが大きなテーマだし、なおかつ三．一一の と 、そこからますます逃避を 見ないふりをして、司書と う役割について考えなくなっているんじゃ かっていうこと 私、思
っているんですが、司書という仲介者について先生は



















史ということになっているの 、その立場からお尋ねしたいんで 先生がやってらっしゃる一連の読書 めぐる歴史的な研究と、従来 日本教育史だとか 図書館史の決定的な違いという はどういうふうになって るのか、少しうかが たいんですけれど 。和田先生
： どうなんでしょうね。一つ言えるのは、従来の教育史とか、図書館史が、おっしゃるほどには確固として揺

















が、ある種の逃避になってしまって る です。まるで試験範囲は こからここま 、とい ように、小説だけを読んでいればそれでいいん 、その外側は見なくて んだ、と 読 方に えます。た えばその
小説が描い

























うことだし、自分自身の限界とか、制約といったよ な のを意識されて るということだと思います。たぶん の苦しさが一番大事 、おそらくその苦しさを意識 き 人が多く る で、やっぱりそれ ウーンっていつ悩んでいるべきだと思うんですよ。横山さん









生が先ほどおっしゃっていたよ なアメリカで図書館教育を受けてきましたので、東南アジア研究という主題のほうに研究のフィールドをもとうと思ってですね、東南アジアで研究 進め 博士号を取ったんですね。ただ私自身は、すごく明確なモデルがあ 、疑うことなくやってきたって うのはすごくあるんですけれども、周りから見ると司書としての専門性を十分に追求していないという批判を受けるんですよ。たとえば、和田先生 ような方が、こういうモデルがあるんだよ、日本にもっていうのを発信し ただける … われわれはわりと、明示的なモデルっていうのを一番求めていて、
大学の現場から言うと、司書というラベルを貼られている人間が研究というフィールドをもつことが、日

















































































































































があればいい 現実的に日々の業務なんかもすごく大変なのに、なかなかそ にプラスアルファで自分の領域を作っていくっていうことは、環境として難しいってこともあるとは思 んですけど。だから環境自体をもっとよくしていく必要が本当は必要かなと思いますけれども。長谷川優子さん
： すいません、全然違う質問で申し訳ないんですが、埼玉県の県立浦和図書館におります長谷
川優子と
申します。地域史料の担当をしておりまして、ちょうどデジタルライブラリーの話はまさに自分でデジタル化をしているので、改めて色々と感じました。それについてなんですけれども、郷土資料の場合 、デジタル化 るのはやはり貴重書というなかなか制約を外しな ら、制約をつけ くんですけ 、国会も同じですが、デジタル化を ると、貴重書も一般 方には触らせなくするんですね。ですからテキストそのもの 触れ なるんです。できるだけデジタル化するさいに、すべてを拾っていくんですけれども、たとえばその間に一枚紙が挟み込まれていて そ が誰に対して差し出されたものなのかと 、場合によってはうっすらと鉛筆でどうやって入手したかが書 れていたりとか、さまざまな情報がそのテキストそのものにある ですね。でも触 なくなるんです。そ でできるだけ作ってい ん すけれども、それを今かなりウェブ 公開し いる です。た
かにいろんな方がアクセスされて、それこそマンションの宣伝















































読めるわけなんですけれど 、逆に言 その「あ だ」にあるものがみえなくなっているんじゃないかなと思ってい
62
























































に書かれてあること以上の、書物の材質やモノとしてのメッセージを伝えるこ 重要か 思 ます。ただ、やはり本としての性質をすべてデジタ で伝える は無理があ ます。それ 情報をふやそ と て画質 細かく れば 当然画像として重たくなって実際の利用には不便 ります。　
ですから、たとえ古典籍全体のデジタル化と公開作業が終了したにしても、あくまでそれはある種のインデックス





一つ目は先生が「あ だ」に立 人というふうにおっしゃった角田柳作さんという方が、あまり学問的 はなくて、著作もそんなに残っていないけれども、育て上手で、面白く関心を読者にもたせるのが上手な人ということでしたが、本当にそういう人っ 市民運動家とか、
あと学校図書館で司書をされている人とかにいるかなと思ったんですが。
本が残っ
ていない場合に、聞き書きっ うんですかね、そ い 研究を て くってこ
とには意味があるんでしょうか。それ
と、もう一つは、昨日も国語表現と うので学校で国語の先生が論文指導 しているんですが、その先生に、できるだけスタッフが（書誌を）充実させて っているので、目次とかも今は選んで入れているんですが、全部入れていったほうがいいでしょうかっていう相談をした きに、もちろんそれはあったほうが、目次は よねって 話 あっ んですけど、目次とかが充実していると生徒がかえって本を読まなくなる 本を読みにいかなくなるみた なことを先生がおっしゃって、あぁそうですかってじゃあやっぱり れないほうが んでしょうか て言ったりもした が、今日の先生の身体を使って資料を手に入れる てことの大事さみたいなことと、 の昨日の話がぴったりあったよう 気がしたということで、高等学校ぐらいまでは一冊一冊を手にとるって うほうに重きを置くような導き方 うのでも読書の時間を短縮する
ためには、そうやって充実させたほうがいいのか、どちらがいいのかということで、昨日の
先生のお話 今日 先生のお話が重なったの 教えて欲しいです。和田先生
： 私がその仕事だったらどっちかよくわかんないですけど、でもどっちもありえますよね。たぶん読者によっ





られましたが、ノンフィクション 形でいろいろな人物を扱っ います。彼女の書いた本に、たとえば『パンとペン』という本があります。たとえば日本の近代の社会主義者をとらえていく きに、普通は彼らが書き残したもので評価するわけですよね。だから幸徳秋水はすごく有名なわけです。社会主義の思想の文献をちゃんと書いているから。ところが、彼女は幸徳秋水じゃなくって、堺利彦をとりあげます。堺利彦というのは、著作はむろん残していますが、どちらかというと彼がやってきたことというの 裏方的なこと、つまりその当時なんでも屋みたいな雑誌を作っ 、社会主義者を生き延びさせていくんですね。売文業をやって、どん 仕事もしますよって
いうスタンスで、社会主義の冬の時代
を生き残っていくわけです。だから必ずしも思想を書き残すんじゃないんだけれども、実際には社会主義 生き延びさせた活動とも言え 。でもそれを追うためには、書き残された立派な思想書や論文を読むだけでは無理で、そうして出された雑多な売文や それを作り出 ていた人 ちの関係 してそれを示すための個人的な書簡類や証言というような、かなり大変な史料や情報収集が必要になるでしょ 。むろん れでも掘り起こせない人はたくさんいるでしょうけれども。
二〇一一年一一月二六日（土）一五時～一七時立教大学池袋キャンパス一〇号館Ｘ二〇一教室
